
広島市内街路樹現況調査業務仕様書 
 
 
１ 適用 

本仕様書は、「広島市内街路樹現況調査業務」（以下「業務」という。）に適用する。 
 
２ 目的 

本業務は、本市が管理する街路樹の計画的な再生、地域特性及び周辺環境と調和した整備や
更新、維持管理を行うための街路樹再整備方針の策定にあたり、広島市内の街路樹路線を調査
するものである。 
 

３ 業務場所 
  広島市内一円 
 
４ 業務期間 

契約締結の日から令和８年 １月３０日まで 
 
５ 業務内容 
  本業務は、街路樹再整備方針策定にあたり、道路交通への影響等の課題を抽出するため、路
線ごとに「街路樹現況調査表」及び「現況調査集計表」を取りまとめるものである。なお、調
査については、別紙-1「街路樹現況調査業務実施要領」に基づき実施するものとする。 

 
６ 打合せ協議 
  打合せ協議は、初回、中間時１回、納品時の計３回を標準とするが、本市又は受注者が協議
の必要があると認めた場合には、それぞれ実施に応じるものとする。 

 
７ 成果品 
  本業務の成果品は、次のとおりとし、各 2部とする。 

⑴ 街路樹現況調査表 
⑵ 街路樹現況調査表電子データ（CD-R を原則とする） 
⑶ 現況調査集計表 
⑷ 現況調査集計表電子データ（CD-R を原則とする） 
⑸ 打合せ記録簿 
⑹ その他、発注者が指示するもの 

 
８ 報告事項等 

⑴ 受注者は、契約締結後速やかに、所定（公園緑地等維持管理標準仕様書（令和６年１月
改定））の業務着手届及び実施計画書を提出し、本市の承認を受けること。 

  ⑵ 受注者は、業務が完了したときは、所定の業務実施報告書を本市へ提出すること。 
  ⑶ 現地調査の際、倒木や枯れた樹木等を発見した場合は、本市職員に報告すること。  
 
９ その他 

⑴ 受注者は、業務の目的を十分に踏まえ、本市職員と緊密に連携をとりながら本業務を進
めるものとする。 

⑵ 本仕様書に記載のない事項や疑義が生じた事項については、本市職員と協議の上、その指
示に従うこと。 

  ⑶ 受注者は、本業務履行に際して知りえた秘密を他に漏らしてはならない。 



 

街路樹現況調査業務実施要領 

 

１ 目的 

この要領は、広島市内街路樹現況調査業務（以下「本業務」という。）を円滑かつ効果的に実施

するために必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務内容 

  広島市内の街路樹路線について、以下のとおり調査を行い、別紙３の「街路樹現況調査表」及

び別紙４の「現況調査集計表」に取りまとめる。 

なお、調査は「中区 ７８路線、東区 ２７路線、南区 ４８路線、西区 １０２路線、安佐

南区 １０１路線、安佐北区 ５７路線、安芸区 ３０路線、佐伯区 ７４路線」を見込んでい

るが、路線の途中で歩道幅員等が大きく変化している場合は、路線を分割し、それぞれ調査票を

作成すること。 

 

表 

区分 調査項目 調査方法及び留意事項 
写真の
撮影 

 
路線概要 
調査 
 
※路線の 
標準的な 
１か所を 
選定して 
調査を 
実施する 

植樹区分 
「高木だけの路線」、「高木と低木寄植え」、「低木寄植え」の中で区分を

行うが、その他のパターンがある場合は、状況がわかるように記載する。 
なお、路線の全景写真を撮影する。 

全景 

植樹桝等 
の形態 

植樹桝と植樹帯の２種類に分類したうえで別紙-２を基に計測を行い、
状況が分かる写真を撮影する。 

必要 

歩道・自歩道
の区分 

歩道、自転車歩行者道の区分を現地確認し、その区間を位置図に明示す
る。 

不要 

歩道幅員 
有効幅員 

歩道幅員等については、別紙-２を基に計測すること。また、歩道の中
央に植樹がある等の場合は、別途、わかるように記載する。 

不要 

その他 

・分離帯がある場合は、全景写真を添付する。 
（上記植栽区分で撮影した写真で分離帯の状況が分かれば改めて撮影
する必要はない。） 
・現地調査の際、街路樹に起因する課題がある場合は、別途、様式に
捉われず記載することとし、状況が分かる写真を撮影する。 

必要 

調査結果のとりまとめ 

 調査箇所の位置図および写真を添付した資料「街路樹現況調査表」を作成する
とともに、現況調査により収集したデータを基に「現況調査集計表」にとりまと
める。 
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別紙-2 

図 1-1 植樹桝が設置されているケース 

図 1-2 植樹帯が設置されているケース 

※測定箇所 

※測定箇所 

※測定箇所 

※測定箇所 ※測定箇所 

※測定箇所      



街路樹現況調査表
※調査表は路線及び樹種ごとに作成すること

区分 作成日

路線番号 路線名 通称名等

歩道幅員 全幅 有効幅員 植樹形態

分離帯

No.　　（　/　）

□植樹桝（   cm×   cm）　□植樹帯（W=　 　cm）

（別紙-3）

区（　　　） □歩道　□自歩道 □高木　□高と低　□低木

位置図

全景

□有り　□無し



その他課
題等に関
する所見

路線の現状と課題（写真と注釈）



別紙-4

現況調査集計表
(植樹区分) 分離帯 歩道幅員 有効幅員 歩道 植樹桝 植樹帯 路線全体の課題

高低 の有無 自歩道 有効規格 有効幅員

路線 高 又は の区分 (横×縦)

区分 番号 路線名 低 交通島

区


